
� 共通資材／セメント・生コン・骨材・砕石／商F-7

荷姿

１．２kgセット ３．６kgセット １８kgセット

ER ボンド＃55［新旧打ち継ぎ用接着剤］

概　要
床や水路補修工事で要求される、早期開放性（速硬高強 

度）・耐摩耗性・耐衝撃性を有し、低温時でも確実に要求性
能が発揮できるよう開発し、また同社独自の製造技術により、
速硬性高強度モルタルでは破格の低価格化を実現した、繊維
補強型超速硬性無収縮モルタル。

特　長
１．早期実用性

５℃以上であれば３～５時間で実用強度に達する。
２．躯体と一体化

新旧打ち継ぎ用接着剤ERボンド＃55を使用することによ
り、長期にわたり安定した接着力が得られる。

３．耐摩耗性
超微粒子が微細な気孔を充填するため組織が緻密化し、耐
摩耗性が向上しているので、工場床や水路など耐摩耗性が
必要な構造物に適している。

４．低温硬化性
硬化促進剤を添加することで５℃以下での施工も可能。冬
期の緊急補修工事などに適している。

５．優れた作業性
ポリマーセメント特有のベタツキをなくしたため、作業性
に優れている。

標準施工手順
１．下地処理

下地の浮き・劣化部の撤去を行う（ハツリ･サンダーケレ
ン・クラック処理・目地処理など）。また下地の状況に応
じて高圧洗浄機で洗浄する（120MPa 以上推奨）。

２．接着剤塗布
規定配合したERボンド＃55を塗布する（塗布量：0.15kg/
m2）。
タック目安：夏季５～30分以内（20℃以上）
　　　　　　冬季15分～１時間以上（20℃以下）

３．モルタル塗布
ERボンド＃55塗布後、タックが出たのを確認し規定配合

したマイルドスピリットをコテなどを使用し塗付する。
・ 一度に厚みが付く凸凹部は、あらかじめマイルドスピリ

ットを充填し硬化確認後に塗布する。
・ 気温30℃以上は硬化遅延剤、５℃以下は硬化促進剤を使

用し、場合により練り水を15℃～25℃程度に調整し使用
する。

４．コテ押え
マイルドスピリット塗布後、タイミングを見計らいコテ押
えを行う。押え過ぎに注意する（エアーを寄せ集めてふく
れ等が生じる）。

５．完了
施工後は、雨水などが当たらないよう養生を行う。

配合および標準施工面積
●マイルドスピリット

タイプ MS-1［厚塗り用］MS-2［薄塗り用］MS・EG［一体型］
標準塗厚 10㎜以上 5～20㎜ 5㎜以上

荷姿
（配合）

粉体 25㎏ 25㎏ 20㎏
樹脂 1㎏ 1㎏ ―
水 2.6～3.0㎏ 2.6～3.1㎏ 2.6～3.2㎏

塗り厚別
材料使用量
（㎏ /㎡）

5㎜ ― 9.23 9.00 
10㎜ 19.24 18.46 18.00 
20㎜ 38.48 ― 36.00 
30㎜ 57.72 ― 54.00 
50㎜ 96.24 ― 90.00 

練上り量 13.51 14.08 11.17 
積算比重 1.924 1.846 1.800 

1㎥使用量 1,924㎏
（74セット）

1,846㎏
（71セット）

1,800㎏
（90袋）

※ミキサーの種類、回転数等により要調整

●ER ボンド＃55
種　　類 1.2kgセット 3.6kgセット 18kgセット

配

　合

主　　剤 1.0kg 3.0kg 15kg
硬 化 剤 0.2kg 0.6kg 3kg
使用水量 0.6kg 1.8kg 9kg

標 準 塗 布 量 0.15kg/m2 0.15kg/m2 0.15kg/m2

標準施工面積 約8m2 約24m2 約120m2

注：標準塗布量に水は含まれていない

特殊セメント

繊維補強型超速硬性無収縮モルタル
マイルドスピリット

エレホン・化成工業株式会社
〒870-0141　大分市三川新町1-2-23
TEL 097-552-2251　FAX 097-552-2213
URL http://www.erewhon.co.jp/
［資料請求先］TEL.097-552-2251　FAX.097-552-2213　担当：向
［拠点］全国５支店（関東、大阪、名古屋、福岡、仙台）・８営業所（札幌、新潟、静岡、
北陸、広島、熊本、大分、鹿児島）
※連絡先はホームページにて確認のこと

MS・EG[一体型]

MS-1[厚塗り用] MS-2[薄塗り用]
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貫通孔小口部のゴミ・埃をはけ等
で清掃し、粘着性能を確保する。

事前に製品の粘着テープが外側に
なるよう円状にし、接続部をアルミ
ガラスクロステープで一周巻き付け
る。

貫通孔にはめた後、端から粘着
テープのりけい紙を脇に抜き取るよ
うに剥がしながら製品を押えて貫通
孔小口部に接着固定する。

りけい紙剥離後、再度全体を押さ
えて、目視により浮き・剥離・隙間
およびぐらつきがないか確認する。

耐火被覆材を吹付ける。パイロン
バリアーの側面とは隙間のないよう
にこて押さえ等により仕上げる。

設備スリーブ 300　とした場合Ф

梁せいの低減が可能！

吹付けロックウールのかさ比重

※使用する鉄骨梁寸法によって、吹付けロックウールのかさ比重が異なる
　ので注意すること。
※その他の認定条件も必ず確認すること。

〈かさ比重0.28以上（従来の比重）〉

使用鉄骨梁
寸法（㎜）

3時間耐火 2時間耐火 1時間耐火
H400×199×
12×22の
断面寸法以上

H400×199×
12×16の
断面寸法以上

H350×175×
7×11の
断面寸法以上

〈かさ比重0.32以上〉

使用鉄骨梁
寸法（㎜）

3時間耐火 2時間耐火 1時間耐火

H400×200×8×13の
断面寸法以上 ×

概 要

鉄骨梁貫通部において、吹付けロックウールの場合、通常
１時間の区画で２５㎜、同２時間で４５㎜、同３時間で６０㎜の被
覆が必要となる。被覆を確保しづらい部分ではあるが、パイ
ロンバリアーは１２㎜厚で１・２・３時間の耐火性能を確保でき、
国土交通大臣認定を取得している。

●スリーブ径を有効に活用できる
パイロンバリアーは、通常の施工法に比べ貫通孔の被覆厚
を薄くできるため、設備スリーブの有効面積を最大限に確
保できる。

●鉄骨補強の重量減に伴う補強費用の削減
パイロンバリアー使用を見込んで設備スリーブを確定する
ことで、鉄骨梁貫通孔を小さくできる。従って、補強プレー
トや補強リングも小さいサイズを選択でき、補強の重量減
に伴う補強費用の削減が可能となる。

●梁せいの低減が可能
梁せいが貫通孔径で決定している場合は、パイロンバリ
アー使用での梁せいの低減が可能となり、その場合階高も
低くすることができる。
よって、これらの相乗効果によりさらなるコスト削減が可
能となる。

●認定条件
パイロンバリアーは大臣認定品のため、使用するにあたり
鉄骨梁・吹付けロックウール・パイロンバリアーそれぞれに
対して認定条件がある。必ず最新の認定条件を確認のこと。

施工手順

鉄骨梁貫通部耐火被覆材

パイロンバリアー
国土交通大臣認定

アクシス株式会社 〒１６６‐０００４東京都杉並区阿佐谷南１‐３３‐１
TEL（０３）５３７７‐７７８１ FAX（０３）５３７７‐７７８２

電子メール barrier@axis-slit.com

ホームページ http://www.axis-slit.com/barrier/

資料請求先

補強リングとの併用も可能

※補強の種類によって当製品幅が異なる。
※パイロンバリアーの認定条件が優先となる。

認定条件 鉄骨梁貫通孔補強

�貫通孔小口部のゴミ・埃をはけ等
で清掃し、粘着性能を確保する。

�事前に製品の粘着テープが外側に
なるよう円状にし、接続部をアルミ
ガラスクロステープで一周巻き付け
る。

�貫通孔にはめた後、端から粘着
テープのりけい紙を脇に抜き取るよ
うに剥がしながら製品を押えて貫通
孔小口部に接着固定する。

�りけい紙剥離後、再度全体を押さ
えて、目視により浮き・剥離・隙間
およびぐらつきがないか確認する。

�耐火被覆材を吹付ける。パイロン
バリアーの側面とは隙間のないよう
にこて押さえ等により仕上げる。

【補強プレート】 【補強リング】

商F‐8／共通資材／鋼材・非鉄金属資材・スクラップ

共
通
資
材

H346×174×
9×19の

断面寸法以上

H346×174×
9×16の

断面寸法以上

〈かさ比重3時間0.32以上／2時間0.30以上〉

共通資材／鋼材・非鉄金属資材・スクラップ／商F–7

共
通
資
材

アクシス株式会社
〒166-0004　東京都杉並区阿佐谷南1-33-1
TEL 03-5377-7781　FAX 03-5377-7782
URL http://www.axis-slit.com/barrier/
mail barrier@axis-slit.com

鉄骨梁貫通部耐火被覆材

パイロンバリアー
国土交通大臣認定

共通資材 鋼材・非鉄金属資材・スクラップ

概　要
　パイロンバリアーは、鉄骨梁貫通孔の耐火被覆材である。
12㎜厚で１・２・３時間耐火の国土交通大臣認定を取得。鉄
骨梁貫通孔は必要被覆厚の確保が難しい部分ではあるが、パ
イロンバリアー使用により被覆厚を薄くでき、さまざまなメ
リットが生まれる。
●スリーブ径を有効に活用できる
パイロンバリアーは、通常の施工法に比べ貫通孔の被覆厚
を薄くできるため、設備スリーブの有効面積を最大限に確
保できる。
●貫通孔補強費用の削減
パイロンバリアー使用を見込んで設備スリーブを確定する
ことで、貫通孔を縮小することができる。従って、補強プ
レートや補強リングも小さいサイズを選択でき、補強の重
量減に伴う補強費用の削減が可能となる。
●はり成の低減が可能
はり成が貫通孔径で決定している場合は、パイロンバリ
アー使用でのはり成の低減が可能となり、その場合階高も
低くすることができる。よって、これらの相乗効果により
さらなるコスト削減が可能となる。
●はり成の1/2超の貫通孔径でも使用可能に
パイロンバリアーは、これまでは、はり成の1/2以下の貫
通孔径までしか使用できなかったが、はり成の1/2超の貫
通孔径まで使用できるようになった（ハイリング：はり成
の2/3以下、OSリング：はり成の63.13%以下）。
最大2/3の貫通孔径とパイロンバリアー（12㎜）の組み合

わせにより、さらなる設備配管の有効面積の大幅アップ、
また、はり成の低減が可能となる。
●認定条件
パイロンバリアーは大臣認定品のため、使用するにあたり
鉄骨梁・吹付けロックウール・パイロンバリアーそれぞれに
対して認定条件がある。必ず最新の認定条件を確認のこと。

パイロンバリアー使用によるメリット

● 鉄骨梁貫通孔の高性能耐火被覆材

● 12㎜厚で１・２・３時間耐火の国土交通大臣認定取得

● 吹付けロックウールかさ比重0.28以上で使用可能

● 非膨張性のため12㎜厚でスリーブ計画が可能

● 梁高さの1/2超の貫通孔径でも使用可能
　※ハイリングⅢ センクシア㈱

　※ＯＳリング　岡部㈱

パイロンバリアー概要

パイロンバリアーの特長

商F-6／共通資材／鋼材・非鉄金属資材・スクラップ
鉄骨梁貫通部耐火被覆材

パイロンバリアー
国土交通大臣認定

アクシス株式会社
〒166-0004　東京都杉並区阿佐谷南1-33-1
TEL 03-5377-7781　FAX 03-5377-7782
URL https://www.axis-slit.com/barrier/
mail barrier@axis-slit.com

空間の有効活用
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http://www.kensetsu-plaza.com
http://www.kensetsu-plaza.com

